
［成果情報名］コムギ縞萎縮病の抵抗性を強化した「タマイズミ R」の品種特性 

［要約］本県の奨励品種に採用した「タマイズミ R」はコムギ縞萎縮病抵抗性が‘強’で

あるため、「タマイズミ」の代替として、県産硬質小麦の安定生産に貢献するこ

とができる。 
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［背景・ねらい］ 

 硬質小麦「タマイズミ」は、多収かつ栽培特性に優れた白粒の品種であり、中華麺への

加工適性も良好であることから、本県では 2003年に奨励品種に採用され、2011年には 800ha

程度栽培されていた。しかし、コムギ縞萎縮病の抵抗性が‘やや弱’であり、発病により

収量が大幅に低下することから、作付面積は年々減少している。そこで、「タマイズミ」

の優れた栽培および加工特性を有し、コムギ縞萎縮病にも強い新たな品種を導入し、本県

における硬質小麦の安定生産に寄与する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

新品種「タマイズミ R」は「タマイズミ」に「ゆめちから」由来のコムギ縞萎縮病抵

抗性遺伝子 YmYm(t)を戻し交雑によって導入し、農研機構 作物研究所（現 次世代作物

開発研究センター）において育成された品種である。「タマイズミ R」は「タマイズミ」

と比較して以下の特徴がある。 

１．出穂期は同程度であり、成熟期は 1 日程度早い（表 1）。 

２．稈長は同程度からやや短く、穂数はやや多く、穂長はやや短い（表 1）。 

４．コムギ縞萎縮病未発生圃場で栽培した場合、千粒重はやや小さく、上麦重はわずかに

少ない。なお、蛋白質含有率はわずかに高い（表 1）。 

５．コムギ縞萎縮病発生圃場で栽培した場合、千粒重は大きく、上麦重は 4 割以上多い。

なお、蛋白質含有率は低い（表 2）。 

６．コムギ縞萎縮病の抵抗性は‘強’と評価され、赤かび病やうどんこ病の抵抗性は同程

度とみられる（データ省略）。 

６．製粉歩留はわずかに低く、60%粉の灰分はわずかに多い（データ省略）。 

７．中華麺は茹で延びしにくく、加工適性は同程度からやや優れる（表 3）。 

８．製パン時の作業性は同程度であり、食味も良好である（データ省略）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．「タマイズミ R」は 2016 年 11 月に品種登録出願され、2017 年 3 月に本県の奨励品種

（認定）に採用となった。 

２．本県はほぼ全域でコムギ縞萎縮病の発生が確認されているため、抵抗性品種である「タ

マイズミ R」の導入により、収量向上が期待できる。 

３．「タマイズミ R」はコムギ縞萎縮病の抵抗性が‘強’であるが、病徴を示す株が稀に

見られる。ただし、発生密度が極めて低いため、収量への影響はないと考えられる。 

４．コムギ縞萎縮病発生条件下において、「タマイズミ R」は「タマイズミ」と比較して

収量が多いが、収量増に伴う蛋白質含量の低下がみられるため、開花期の実肥を適切

に実施する必要がある。 

５．「タマイズミ R」の穂発芽耐性は「タマイズミ」と同様の‘やや強’であるため、適

期に収穫する必要がある。 

 




